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南極・昭和基地超伝導重力計の更新

Replacement of superconducting gravimeter at Syowa Station, Antarctica
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南極・昭和基地では、1993年に超伝導重力計TT-70＃016を導入して以来、重力の時間変化の連
続観測を継続している。2003年に観測隊員の負担軽減のために、4K冷凍機を備えた超伝導重力
計CT#043を新たに導入し，TT-70#016と入れ替えた。しかし、CT#043は器械ドリフトが大き
い上、4K冷凍機製造会社の倒産により、メンテナンスや部品交換ができないという問題が生じ
た。このため、可能な限り早く新しいタイプの超伝導重力計に交換する必要があり、昨年12月に
新しい超伝導重力計SG-058を持ち込み、今年1月に入れ替えが完了した。
SG-058は昨年1月にGWR社より納入され、筑波大学においてドリフトレートのチェックなどの
ために、約3ヵ月間試験観測を行い、南極に輸送した。試験観測においては、特に目立ったドリ
フトは見られていない。
本講演では、SG-058の特徴、設置の状況、初期データの解析結果などを報告する予定である。
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